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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和６年度】 

（評価日令和７年５月７日） 

１ 施設の概要 

施設名 種市漁港海岸休養施設 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

九戸郡洋野町種市18－105 

電話 0194-65-2111 FAX0194-65-4334 

 

設置根拠 海岸休養施設条例 

設置目的 

（設置：11年４月１日） 

海岸の区域における休養の場を提供することにより、県民の保健及びレクリエーション活動

に資するため 

施設概要 

１ 敷地面積 緑地広場・キャンプ場21,000㎡ 駐車場5,000㎡ 

２ 建物面積 シーサイドハウス499㎡（延床面積） 

３ 主な施設 更衣室、ロッカー、温水シャワー、トイレ、展望室 

施設所管課 
岩手県農林水産部漁港漁村課  

（電話019-629-5827、メールアドレス AF0014@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 洋野町 

指定期間 令和５年４月１日～令和10年３月３１日（５年間） 

連絡先 洋野町水産商工課（℡0194-65-5916） 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 
施設使用許可に係る事務及び施設管理 

職員配置、管理

体制 

 

２名（R7年３月31日現在） 組織図 

（内訳） 

正職員２名、他外部委託（清掃、監視等） 

利用料金 

キャンプ場：テント１張り/1日 1,000円 

温水シャワー：大人200円、子供100円 

コインロッカー：100円 

開館時間 規定なし 休館日 規定なし（冬季間閉鎖） 

 

４ 施設の利用状況                    （単位：人）

（利用者数、稼働

率等） 

前期間

平均 

 指定管理期間 
備考 

 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06 期間平均 

第１四半期           

第２四半期           

第３四半期           

第４四半期           

年間計（実績） 18,729 36,207 34,185 5,754 7,306 8,795 20,132 26,123 19,786  

年間計（計画）           

 

 

 

 

課長 水産振興係長 水産振興係 
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５ 収支の状況         （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

        
備考 

H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06 期間平均 

収

入 

利用料金収入 688 555 582 817 662 702 814 727 694  

県委託料           

自主事業収入 465 476 488 461 387 515 465 419 459  

           

小計 1,154 1,031 1,070 1,278 1,049 1,217 1,279 1,146 1,153  

支

出 

人件費 145 38 39 29 206 258 305 305 169  

維持管理費 3,202 2,822 2,728, 2,967 3,018 3,870 3,809 3,965 3,409  

事業費           

自主事業費           

           

小計 
3,346 

2,860 
2,767 2,966 3,244 4,128 4,114 4,270 3,478 

 

収支差額 
▲

2,192 

▲

1,829 

▲

1,697 

▲

1,718 

▲

2,175 

▲

2,911 

▲

2,835 

▲ 

3,124 

▲ 

2,327 

 

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 来場者からの聞き取り等 
実施 

主体 
指定管理者（洋野町） 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情 件、要望 件、その他 件 

主な苦情、要望等 対応状況 

①   

②   

③   

その他利用者からの積極的な評価等 

 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 基本協定書に記載した運営業務を良

好に実施すること 

基本協定に則り、業務を良好に遂行

している。 
B 

施設の利用状況 利用者の平等な利用を図り、設置目

的を達成すること 

利用者には、丁寧親切に接しており、

施設の利用状況は良好である。 
B 

事業の実施状況 利用促進のための方策を実施するこ

と。 

町ホームページや民間情報誌等にお

いて施設ＰＲを行っている。 
B 

施設の維持管理状況 基本協定書に記載したリスク分担表

に基づき良好に維持管理すること 

基本協定に則り、施設を良好に維持・

管理している。 
B 

記録等の整理・保管 施設の運営に関し作成し、取得した

書類等は、五年間保存すること。 

関係書類については、管理開始年度

から継続保存している。 
B 

自主事業、提案内容の実施

状況 

施設の利用促進のため、提案のあっ

たマリンフェスタ等の実施 

イベントを開催することで、施設の

利用促進が図られている。 
A 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点 たねいちウニまつりやマリンフェスタなどを開催し、利用者の増加を促している。 

・改善を要する点 特になし。 

 

B 

 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 使用許可、施設巡回等のため町担当

職員を2名配置すること 

担当職員 2 名を配置し、施設巡回等

を定期的に実施している。 
B 

苦情、要望対応体制 町担当職員により、責任ある対応を

すること。 

苦情・要望等に対して、担当職員が早

急に対応している。 
B 

危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

災害発生時は、地域防災計画に基づ

くなど、適正に対応すること。 

洋野町地域防災計画等に基づき、適

切に対応することとしている。 
B 

コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

基本協定書中の個人情報取扱特記事

項に基づき適正に取り扱うこと 

基本協定に則り、適正に取り扱って

いる。 
B 

県、関係機関等との連携体

制 

管理運営に当たり、協力・連携に努

め、良好な関係を維持すること 

適正な施設管理運営のため、連携を

密にしている。 
A 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点  協定書のとおりに実施し、県との連携を取りながら、適切な運営体制で施設の維

持管理に努めている。 

・改善を要する点 特になし。 

 

B 

 

(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 管理運営業務仕様書に基づき、管理

運営業務を実施すること。 

管理運営業務仕様書のとおり実施し

ている。 
B 

利用者サービス 事業計画書に基づき、利用サービス

の向上を図ること。 

ニーズに応じた施設開放や設備配置

など、サービス向上に努めている。 
B 

利用者アンケート等 サービスの質を向上させるため、利

用者アンケート等に努めること 

利用者から聞き取りによりサービス

向上に向け取り組んでいる。 
B 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 協定書の内容のとおり実施し、適切なサービスが提供されている。 

・改善を要する点 特になし。 

 

B 

 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 事業計画を適切に実施するため、収

支の均衡を図ること。 

収支の均衡を図るため、経費削減及

び利用促進に努めている。 
B 

指定管理者の経営状況 指定管理業務を適切に辞するため、

良好な経営状況であること 

指定管理業務を適切に実施するた

め、良好な経営状況となるよう努力

している。 

B 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 継続している自主事業（自動販売機の設置）を行い、収入確保に努めている。 

・改善を要する点 指定管理者の持ち出しによる負担が毎年度一定程度ある。 

 

B 

 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理が

なされている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 
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Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

 たねいちウニまつり、マリンフェスタ、シーサイド花火大会、サーフィン体験教室など、多彩な催しにより、

施設の利用拡大と町のイメージアップに大きく貢献している。また、キャリーカートの導入など施設利用者

の利便性について、一定の効果があったものと考えている。 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

 施設開場以来、毎年、利用者が減少していることから、平成29年度には、施設をＰＲするため、パンフレ 

ットのリニューアルを実施している。今後も利用者増加について、積極的に取り組みたい。 

③ 県に対する要望、意見等 

・近年キャンプ等が流行し、利用者は増加傾向であるが、グランピングやモバイルコテージ、車中泊等、レジ

ャースタイルの多様化が進んでいるため、さらに利用者増加を図るため施設のリニューアル等についてお願い

したい。 

また、台風・時化等により海水浴場及び漁場への堆砂（一部海域埋没）が進んでおり、施設周辺に漂砂し、 

砂の除去に苦慮している状況である。施設利用や管理、家屋、漁場等にも影響し、漁業者からは早期対策を迫

られていることから、堆砂除去についてお願いしたい。 

・トイレ等の案内表示塗装塗りなおし。 

・老朽化により立入禁止としている四阿の対応 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

・イベントの開催、施設の周知及び利用者拡大に努めている。 

・キャンプ場や海水浴場の実際の利用に結び付くよう、引き続き取り組んでいく必要がある。 

② 県の対応状況について（自己評価） 

・指定管理者と密に連絡を取り合い、情報共有を行っている。 

・施設修繕に対応し、維持管理に努めている。 

・施設の老朽化対策や多様化するレジャースタイルへの対応に向けた検討を進めている。 

・漁場の堆砂除去について検討を進めている。 

④ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

指定管理者の持ち出しによる負担が毎年度あることを踏まえ、施設の利用拡大・利用者増加に向けた対策等

を進めていく必要がある。 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 


